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京都の地誌パタ ンに準拠した江戸初期の地誌における名所空間
「名所」の概念は、江戸期よりはるか以前に形成されてきた。「名所」はそもそも歌枕の形として現れ、古典和歌に詠
まれた「ナドコロ」であった。歌に詠まれていない有名な場所は、古跡・旧跡と呼ばれた。近世の頃から名所は「ナドコ
ロ」から「メイショ」へと変化した。旅文化の発展に伴い、「歌で詠まれる場所」だけではなく、「実際に訪れる場所」と
いう意味になった。景色の優れたところが「名勝」とも呼ばれるようになった。
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江戸時代の名所文化に関し、現代の日本人の研究者にも、分析しにくいことがいくつかある。たとえば、近世以来、
名所の地誌が霧しい数残っているにもかかわらず、名所を地誌に入れるための構成条件や、地誌の著者がどのような
基準によって場所の「名所性」を評価したのかという判断が研究者によって異なっている。
名所が古代から歌枕の地名であることを前提として、その「地」がどのような地であったのか考えてみると、美的に
満足感を与えるところだと一一一一口えるだろう。それは日本人の自然観と関係がある。日本人が心地良さを感じる場所の中
で、山の辺と川の辺、つまり眺望が開いているところが特に好まれる。そのような場所が、いわゆる「生きられる景観」
を
与
え
る
。
そ
の
母
性
原
理
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
空
間
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る
と
、
そ
の
景
観
を
心
に
懐
か
し
く
抱
き
、
そ
の
景
色
が
あ
る
所
へ
の
想
像
力
を
刺
激
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
近
世
か
ら
始
ま
っ
た
人
口
密
度
の
高
い
都
市
の
形
成
過
程
で
、
市
民
の
自
然
か
ら
乖
離
す
る
よ
う
な
現
象
が
起
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
能
的
に
自
然
と
接
触
す
る
可
能
性
を
与
え
る
場
所
、
広
い
眺
望
を
約
束
し
て
く
れ
る
場
所
が
都
市
の
名
所
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
場
所
の
タ
イ
プ
を
考
え
て
み
る
と
、
川
（
と
海
辺
の
湾
岸
）
・
丘
・
台
地
・
坂
な
ど
が
、
「
生
き
ら
れ
る
景
観
」
の
パ
タ
ー
ン
に
一
番
近
い
場
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
名
所
の
中
で
圧
倒
的
に
多
数
で
あ
っ
た
の
は
、
寺
社
で
あ
る
。
寺
社
の
立
地
を
考
え
る
と
、
以
上
の
両
方
の
場
の
辺
り
に
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
場
所
は
、
日
常
生
活
の
ス
ト
レ
ス
、
社
会
不
安などからの開放感、自然との調和感も与え、個人の信仰心も満足させるという場所であった。
江戸初期の名所は、「信仰的」名所、そして、江戸期以前（プレ江戸期）に形成した「古跡」というタイプの名所が多数
であった。上方から始まった地誌の文化が江戸まで広がり、江戸の地誌が都市についての情報源になり、江戸の名所と
江戸の文化を全国各地に伝えようとする重大な役割を演じた。
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都市空間は、様々な特性を持っているのは当然だが、どのような影響を受けて形成されるのか、どのような外的要因
が空間の発展方向を変えるのかなどは、時代と特定の歴史的な状況に依存する。江戸の場合、時代の特別な歴史的状況
の一つは、政治的な中心地になった江戸と「都」であった京都の「首都性」に関する文化的な競争である。その競争は、
江
戸
の
地
誌
の
作
成
の
過
程
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
の
名
所
空
間
の
形
成
、
そ
し
て
江
戸
の
成
熟
過
程
な
ど
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
。
そ
れは認識されていても、江戸の研究において、その視点からの本格的な研究と文献は少ないと言える。その原因は、日
本の伝統的な「ミヤ己という概念の複雑さであり、また「ミャコ」の「王宮性と首都性の交錯の歴史は、いままで本格
的に分析されてこなかった」（園田１９９４》空ということにもある。
しかしながら、「名所空間」と「都市の首都性」の関係、そして江戸の役割の変転と名所空間への影響などは、非常に
興味深いテーマだと一一一一口える。その中の課題として、江戸の「名所」の概念と特徴、どのような場所が名所として意識さ
れるようになったのか、京都からの影響の及ぶ範囲なども研究しがいがあると考えられる。
都市の名所空間を研究するための史料として、様々なタイプのものがある。都市そのものの歴史的な変化や、「名所」
都市名所、そしてその中の江戸名所に関する研究は、従来、｜つの学問分野において研究されてきたわけではなく、
地理学、考古学、人類学、美術史学、文学、建築史学、民俗学、都市社会学などの様々な分野の中で行われている。しか
し、「名所」という概念を通じた歴史的な分野からのアプローチの研究や、「都市の中の名所」（都市の名所空間）の研究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
１
．
分
析
方
法
と
研
究
テ
ー
マ
に
対
す
る
見
方
一一一
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上
述
の
問
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
的
に
選
ば
れ
た
名
所
の
空
間
に
つ
い
て
、
検
討
が
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
個
人
的
な
都
市
の
イメージは、日常生活・時代・文化（人が生きている時代より前の時代から伝わってきた観念・伝統・信仰など）の影
響
を
受
け
、
形
成
さ
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
人
た
ち
は
、
名
所
に
対
す
る
同
じ
観
念
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
奈
良
時
代
か
ら
発
展
し
て
き
た
「
ナ
ド
コ
ロ
ー
風
景
ｌ
歌
ｌ
共
同
体
」
と
い
う
貴
族
の
中
で
形
成
さ
れ
た
観
念
だ
が
、
江
戸
時
代
の出版の急速な発展などの影響で、近世社会のあらゆる階層の人々が共通の観念にしたと言えよう。
そして、史料として利用するテキストの地誌は、江戸時代に江戸・京都に住んでいた人たちが作ったものである。彼
らの名所空間に対する見方と考え方も、共通の観念、そして時代の特徴を反映していると言えるだろう。
の歴史的な変化は、自然で、客観的な過程だが、変化をたどる科学的な方法は多数である。その一つは、ある時代の
人々の主観的な見解を集め、分析することであろう。紀行文、名所記、案内書、町鑑、名所図会などのテキストの史料
には、著者が名所を個人的に選んで記述することが普通である。そして、それは著者の都市に対する特別な印象を表す
記録になり、名所の個人的な見方の史料として取り扱える。
以前に述べたように、日本人の研究者にとっては、名所の選び方、そして、名所の要件はまだ明らかではない。
色
々
な
問
題
の
ア
ス
ベ
ク
ト
を
分
析
し
た
結
果
、
江
戸
名
所
の
構
成
要
件
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
名
所
案
内
の
作
者
が
何
を
基
準
と
し
て
名
所
を
選
ん
だ
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
記
事
内
容
か
ら
す
る
と
名
所
の
歴
史
性
を
記
述
す
る
こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。
（
加
藤
２
０
０
２
卵
４
３
２
）
四
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類
別
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
（１）と（２）の項目のグループについて、留意しなければいけないことがある。（２）の旧跡・遺跡は、一般的に言え
ば
、
歴
史
的
事
件
が
あ
っ
た
場
所
、
歴
史
上
の
人
物
が
活
躍
し
た
場
所
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
古
跡
の
来
歴
に
つ
い
て
の
情
報
を
分
類
す
る
た
め
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
同
時
に
、
伝
統
的
な
考
え
方
に
よ
る
「
景
色
の
よ
さ
」
と
い
う
条
件
も
重
要
で
あ
っ
た
の
で
和
歌
に
も
詠
ま
れ
る
美
し
い
景
色
と
歴
史
的
事
件
が
あ
っ
た
と
い
う
、
昔
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
い
る
土
地
が
多
く
存
在
し
、
旧
跡
・
遺
跡
と
し
て
と
ら
え
最初の本格的な江戸名所の地誌（『江戸名所記」、１６６２年）は京都に前例があったので、江戸初期の地誌を京都の
地誌と比較する。１６６２年以前にも、江戸名所の地誌が存在していたが、本研究では京都のパターンに従った２つの
江戸の地誌のみ分析してみたい。また、本研究では、地誌のテキストの分析、具体的な記述内容の詳しい分析をしない
が、名所の項目のグループのデータベースを作り、分析する。
分
類
項
目
の
グ
ル
ー
プ
を
以
下
の
よ
う
に
す
る
。
（６）神社仏閣
（５）設備
（４）建造物
（２）旧跡・遺跡
（３）地域・町・通り
（１）自然物
五
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られていた。また建造物の遺跡・旧跡も江戸時代の地誌に記述されてきた。
それと同時に、（１）の自然物の分類に入るような山・坂・川・木などは、江戸時代の地誌に（２）旧跡・遺跡にも入
ることが普通であった。本来は、自然物は、「ナドコロ」の名所の意味が強く、近世の日本人にとって、大切な文化的模
範でもあったが、次々に以上の（２）のカテゴリーと一体化させ、様々な地誌に「名所・旧跡」というカテゴリーが現れ
てきたが、本研究の類別には個別に取り扱う。
（３）の地域・町・通り。（４）の建造物．（５）の設備という項目は、江戸の首都性の発展の傾向を明らかにするため
のカテゴリーである。町の発展、建造物の増加、設備（はＱ言のの）の多様性の増大などは都市の「日宮口の盲日日①Ｈ」の発
達を示していると言えるだろう（「貝宮口Ｓ日囚日の円」について、以下で詳述する）。
（５）の設備は、都市の整備（人造の塚・堤防も含む）と都市の施設（芝居など）を指摘している。一方、吉原は施設と
して作られたものだが、一軒の施設ではなく、広い遊郭地なので、「地域・町・通り」のカテゴリーに入れた。
（
６
）
の
寺
社
の
項
目
は
、
日
本
文
化
と
都
市
の
景
観
の
不
可
欠
な
部
分
で
あ
り
、
項
目
と
し
て
区
別
す
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
。
し
か
し、ここにも、注記しておくことがある。「名所も、山川壮に社さらには寺も含まれるに至り、それらをたどっての旅行
が
行
な
わ
れ
た
」
（
朝
倉
１
９
８
０
》
５
０
１
）
と
い
う
江
戸
期
の
旅
の
観
念
を
考
え
て
み
る
と
、
地
誌
の
目
次
に
あ
る
寺
社
に
２
つ
の
タ
イプがあることが分かる。地誌の目次には、「名所・旧跡」としての寺社と並行して、寺社の長いリストがある場合も
多い。前者は「神社仏閣」という分類項目になるが、後者の長いリストは、名所の寺社のことではなく、巡礼ルートに組
み込まれた寺社である。巡礼の旅も拡がりつつあった江戸時代の特徴であると言えるだろう。地域の全設備の目録と
いう「風土記」の伝統とも関連があるようである。人々に思わぬ幸運をもたらすと思われる寺社は、多くの巡礼者に親
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し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
時
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
「
名
所
・
旧
跡
」
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
以上の概略的な区別を使い、そこから見えてくる傾向を分析する。本研究の分析のタイプとしては、数値化・質的分
析を行ない、江戸時代の初期の史料のみ利用する。
（１）近世の地誌
江
戸
時
代
の
知
識
と
読
書
文
化
の
普
及
は
、
出
版
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
し
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
多
く
の
人
々
が
本
を
求
め
て
い
た
江
戸
時
代
に
、
そ
の
欲
求
に
応
え
る
べ
く
書
籍
の
出
版
業
者
と
本
屋
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
江
戸
期
に
は
、
江
戸期以前から存在した古活字版（きりしたん版・銅活字版・木活字版）の印刷法が採用されていたが、「活字版の場合、
日
本
語
の
字
数
が
多
い
た
め
に
鋳
字
・
刻
字
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
」
（
鈴
木
１
９
８
０
函
別
）
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。
木
版
が
安
く
て便利だったので、寛永期（１６２４－１６４４）を境に、「日本では古く奈良朝時代から行われた印刷法である整版
（もとの木版印刷）が復興・盛行される」（鈴木１９８０叩型。木版で印刷し製本した書籍が、出版業者によって商品と
して大量に作られ、本屋で大量に流通するようになった。
京都に版元が出てきた１６５０年頃までに、営業していたほとんどの本屋は中国の古典、仏典、日本の古典文学、武
士を対象とする教育のためになる本（たとえば四書五経）、町人を対象とする簡単な様式で書かれた本（たとえば仮名
草
子
）
な
ど
を
店
先
に
並
べ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
名
所
旧
跡
案
内
類
の
本
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
本
が
登
場
し
、
江
戸
旅
文
化
の
不
２
．
近
世
ｌ
名
所
文
化
の
形
成
期
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と
も
言
わ
れ
た
。
し
か
も
、
江
戸
後
期
に
は
、
幕
府
や
藩
に
よ
る
官
撰
地
誌
の
作
成
も
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
一
般
に
流
布
す
る
も
の
で
は
な
く
、
行
政
上
の
必
要
や
、
風
土
記
に
倣
っ
た
地
誌
編
纂
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
の
背
景
に
は
、
社
会
が
安
定
し
、
地
域
を
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
状
況
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
民
間
で
作
ら
れ
た
地
誌
の
増
加
と
共
通
す
る
。
「地誌」の定義とは、「一定の地域を画しその全体的性格を把握・表現する書誌（省略）。最古のものは８世紀の「風土
記」（以下省略と（『岩波日本史辞典』１９９９）である。「風土記」という様式は、中国から移入されたものであり、早い
時代に日本に舶載された。中国古代国家は冊封体制に立脚した大陸国家だったため、地誌編纂は早くから発達した分
野に属しており、「漢書」（１世紀代）の「地理志」をはじめ歴代の正史には「郡国誌」「州郡誌」などの地方誌が作られた。
そして、日本にも、
可欠な部分になった（の宮ぐの匂１９９１》７０６－７７１）。
江戸時代の旅文化の発展のきっかけになったのは、近世の交通網の整備と寺社参詣・湯治という目的の「私的な旅」
の
拡
大
で
あ
る
。
人
々
の
往
来
が
そ
れ
以
前
に
は
な
い
ほ
ど
活
発
に
な
り
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
と
そ
の
周
辺
し
か
知
ら
な
か
っ
た
人々が、旅に出て、周りの地域も知るようになった。また、自分の住む地域を書物に著す人も現れた。
地
域
を
書
物
に
著
す
こ
と
は
、
著
者
の
自
己
満
足
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
々
が
い
た
た
め
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な状況があり、多様な地誌が出現した。（齋藤２０１３叩２）
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（
２
）
近
世
の
旅
ｌ
名
所
と
関
係
あ
る
旅
の
モ
デ
ル
江戸幕府は幕藩体制を形成し維持するために、江戸を中心とした五街道の交通環境を作り、その中で宿駅制度を整
えた。さらに、交通上の要衝には関所を置き、大名の宿泊、人馬利用の便を図っていた。慶長６年（１６０１）に、まず
東
海
道
に
宿
駅
を
指
定
し
、
次
に
中
山
道
、
日
光
街
道
、
奥
州
街
道
、
甲
州
街
道
に
も
宿
駅
制
度
を
設
け
た
。
こ
の
街
道
を
利
用
し
た
の
は
、
しかし日本では、「風土記」の作成は、「古い王者の儀礼としての「国見」の伝統のなかで受けつぎ開花させ（省略）、
「国見」儀礼の文献的再現ともいうべきものなのである」（吉野２０００函４３６）という。また地誌の記述内容などが
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
る
と
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
要
す
る
に
、
近
世
の
地
誌
は
、
出
版
に
支
え
ら
れ
、
読
者
の
需
要
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
時
期
的
な
も
の
な
の
か
、
編
著
者
の
意
図
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
読
者
の
利
用
方
法
に
よ
る
も
の
な
の
か
な
ど
、
三
つ
の
要
素
か
ら
仮定が引き出せる。さらに、この三つの要素以外にも地誌に影響を与えるものがある。（齋藤２０１３亜凹）
か
な
り
多
く
の
地
理
書
が
移
入
さ
れ
、
い
わ
ば
遣
陪
使
や
遣
唐
使
た
ち
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
お
り
、
（
中
略
）
そ
れ
ら
の
も
の
が
諸
国
司
た
ち
に
よ
っ
て
風
土
記
編
慕
の
参
考
文
献
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る。（吉野２０００坤４３５）
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幕府の役人、１６３０年代から、江戸への参勤が義務付けられた諸大名、商取引をする商人、家職のために移動する職
人、少数の巡礼修行者などである。Ⅳ世紀の前半は、まだ気晴らしに「旅」をする伝統は殆どなかった。一番多数は、
「公的な旅」の人であった。彼らにとって旅行とは、「旅」というより「出張」のほうが近かっただろう。
し
か
し
、
以
上
の
人
も
、
仕
事
で
国
を
回
れ
る
よ
う
に
、
街
道
と
宿
駅
の
整
備
は
必
要
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
幕
府
が
管
理
し
た
五
街
道
だ
けではなく、脇街道にも並木が植えられ、｜里塚が築かれ、歩いて渡れない川には渡し舟が置かれた。これが各種産
業
、
商
業
の
交
流
を
発
展
さ
せ
、
大
消
費
地
で
あ
る
江
戸
・
京
都
・
大
坂
な
ど
の
間
の
物
資
・
情
報
・
文
化
の
流
通
と
交
換
も
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
旅
が
誰
に
と
っ
て
も
身
近
に
な
る
条
件
が
整
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
旅
ブ
ー
ム
の
先
立
つ
事
情
に
な
っ
た
。
江戸時代半ば頃以降、交通・宿泊施設の整備は一段と進み、庶民・農民も旅が出来る時代になった。最初の段階で
は、庶民・農民の旅がかなり厳しく統制されていた。「庶民の旅が盛んになりはじめるのは、享保頃からだが、（中略）
この時期は民衆の経済的な成長が著しい時期にあたる」（池上２００２》９）と言われる。
時
代
と
と
も
に
、
農
業
技
術
の
進
歩
、
新
田
開
発
、
農
業
販
売
の
拡
大
、
各
地
の
特
産
品
の
全
国
規
模
で
の
流
通
と
生
産
地
と
消
費
地
の
結びつきの結果、生産者としての農民の生活は向上してきた。そして、村でも、裕福に暮す者も出てきて、行動の自由
を
手
に
入
れ
、
旅
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
肥
世
紀
以
降
、
村
人
は
村
役
人
を
通
し
て
郡
奉
公
所
へ
届
け
、
往
来
手
形
（
旅
行
許
可
と身分証明を兼ねたもの）を受け取ることが可能になった。医療のための温泉行や、信仰のための参詣という目的であ
れば寛容に扱われた。農民はその旅が農閑期にあたるようにして、正月から春先にかけて集中して出かけた。「伊勢参
宮を名目にして旅立ち、実際にはそれ以外の多くの観光地の見物にも出かけた」（池上２００２函、）という傾向も早
く
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
○
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「ナドコロ」は「名ある所。その名が多くの人に知られている場所。有名なところ」ｓ日本国語大辞典」２００３）とい
う定義である。そもそも「ナドコロ」とは、歌枕である。これは、遡れば、古代日本の宮廷文化の一部として、平城京の
頃から（７１０１７８４）形成されていった。
古代から、都の周囲の地勢が新しく意識され、都の郊外は「神」Ⅱ「自然」と人間の境界的な領域として、季節を感じ
る場所になった。『万葉集」などの歌集に出る郊外の場所に対して、宮廷人の共有的なイメージが形成した結果、その
イメージは場所の「風景」になった。
当
時
の
人
の
間
で
は
、
｜
年
の
中
で
、
春
と
秋
の
季
節
が
特
に
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
。
季
節
と
心
の
関
係
は
決
ま
っ
た
言
い
方
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
気
分
や
感
情
の
表
出
方
法
も
定
型
化
し
た
。
さ
ら
に
、
季
節
に
よ
る
風
景
の
分
類
が
表
れ
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、
冬
春夏秋によって違う風景の歌も分類されるようになった。
「花を見る」という伝統も、季節の循環と関係していた。たとえば、「桜」は、「古くから和歌や詩文に取り上げられ、
（中略）奈良時代から植栽された」（北川２００２函１５３）木であり、桜の花を求めて楽しむ桜狩、観桜会などの季節イ
ベ
ン
ト
が
宮
廷
生
活
と
寺
社
の
活
動
の
重
要
な
一
部
で
あ
っ
た
。
時
代
が
経
つ
に
つ
れ
て
儀
礼
の
要
素
が
薄
れ
て
き
た
と
共
に
、
娯
楽
性
が強まっていった。江戸時代には、花見は人々の生活に深く溶け込み、庶民の娯楽として定着した。
桜だけではなく、様々な植物、天然現象（雪、月など）が季節の象徴的価値のあるものになった。和歌などに詠まれた
花
見
の
名
所
、
月
見
の
名
所
、
雪
見
の
名
所
な
ど
は
、
昔
か
ら
あ
っ
た
場
所
と
季
節
の
間
の
連
想
配
列
を
与
え
た
。
「
四
季
折
々
に
人
々
の
字
節
に
関
す
る
旅
モ
デ
ル
ここから、江戸時代、庶民が実行した旅を、いくつかのモデルに分類してみる。
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Ｉ ！室町時代には、京都で「物見」という眺望のために設けられた施設と特別な場所が現れてきた。江戸期の京都の清水
寺に関する物見の例を挙げよう。「まず清水寺に参詣、高台にある西門から京の市街を見おろして洛中めぐりを行っ
た」急清水寺史』１９９５）という。この物見の仕方は、上述の山の辺と川の辺という良い眺望が開いている場所が特に
日本人に好まれていたということと関連し、「物見」の時にも、「生きられる景観」を探していたと言えるだろう。
この物見をするために出かける旅が「遊山旅」という種類の旅になった。そして、「物見遊山」の文化と言えば、これ
は
近
代
の
観
光
文
化
の
前
例
で
あ
り
、
日
常
生
活
を
豊
か
に
す
る
方
法
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
愛でる風景には、特別に感傷のあるものが多く、（中略）訪れる人々には自然の原風景との出会いにさまざまな感激が
生まれるものである」（北川２００２函１５３）という。時代とともに特別な場所に対して、その感激が安定し、定型化
された気分や感傷が表出され、「ナドコロ」として和歌で詠まれるようになった（吉野の桜など）。
巡
礼
と
は
、
聖
地
を
巡
っ
て
参
詣
の
旅
を
す
る
宗
教
的
行
為
で
あ
る
。
日
本
で
は
古代から固有の神々を祀り、詣でる信仰の型態はあったが、巡り歩くことはなかった。（中略）平安時代初期に
至
る
ま
で
の
時
代
に
、
特
定
の
寺
院
や
仏
像
に
霊
験
が
あ
る
と
し
て
参
詣
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
（
北
川
２００２血１００）
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京都の地誌パタ ンに準拠した江戸初期の地誌における名所空間
江戸初期より後始まったが、「伊勢参り」を表向きの目的とする旅が非常に大規模になってきた。伊勢参りは、人生
のある種の通過儀礼であり、神宮にやって来る目的の中には、家内安全、商売繁栄、病気平癒などの祈願とともに、神
様
に
直
接
様
々
な
現
世
利
益
を
お
願
い
す
る
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
江
戸
が
観
光
目
的
地
で
は
な
か
っ
た
時
代
に
も
、
北
の
地
域
か
ら
伊
勢
参
り
に
向
か
う
人
が
途
中
で
江
戸
に
入
っ
た
こ
と
は
普
通
で
あ
っ
た
。
「
江
戸
見
物
は
伊
勢
参
宮
な
ど
の
途
中
江
戸
に
立
ち
寄
り
、
２
～
３
泊
ほ
ど
し
て
市
中
各
所
を
見
物
す
る
と
い
う
の
が
最
も多かったとみられる」（山本２００５叩２）。したがって、伊勢参りの人気が上昇すればするほど、江戸に入って、名
所
を
見
て
回
っ
た
り
、
江
戸
名
所
に
関
す
る
地
誌
や
浮
世
絵
を
持
ち
帰
っ
た
り
す
る
人
数
も
増
え
て
い
っ
た
。
た
だ
ろ
う
。
と言われる。しかし、平安時代以降、様々なモデルの聖地巡礼が発達し、２つの主なタイプとして、一カ所の寺社を訪
れる旅の「詣で」と、多数の聖地と霊場をまわる「巡り」という形態が存在した。巡礼の目的地への旅行中、同時に物見
遊
山
も
す
る
と
、
二
つ
の
旅
モ
デ
ル
を
重
ね
て
旅
行
す
る
形
は
近
世
に
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
参
詣
の
旅
の
娯
楽
化
の
起
点
に
な
っ
一一一
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府」として見られたのである。
江
戸
時
代
は
泰
平
の
世
と
な
っ
た
た
め
、
旅
行
も
安
全
に
な
り
、
商
業
・
巡
礼
・
観
光
の
た
め
に
京
都
に
来
る
訪
問
者
の
数
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
た
。
Ⅳ
世
紀
の
江
戸
は
、
実
際
に
政
治
的
中
心
地
で
あ
っ
て
も
、
ま
だ
京
都
の
よ
う
な
文
化
の
中
心
、
精
神
的
な
中
心
で
は
な
か
っ
た
。
昔
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
国
家
の
中
心
的
な
都
市
は
、
都
（
ミ
ヤ
コ
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
次
の
三
つ
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
①「帝王の宮殿のある所」；②「首府・首都」；③「（田舎に対して）人口が密集し、政治・経済・文化などの中心地とな
る繁華な所」（園田１９９４碑別）。つまり、ミヤコの帝王性が、ミヤコの本来の意味であった。天皇が８世紀以来ずっ
と京都にいるという実情から、京都は「唯一のミャコ」と呼ばれた。そして、文化的な偏りもあったとも言えるだろう。
江戸が「ミャコ」の②と③の必要条件を満たしても、①の条件を満たすことが出来なかったため、最初から「将軍の首
あ
っ
た
。
（
１
）
江
戸
時
代
の
江
戸
と
京
都
Ｉ
都
（
ミ
ャ
コ
）
と
政
治
的
中
心
地
江
戸
時
代
の
当
初
は
、
江
戸
の
政
治
的
な
へ
ゲ
モ
ニ
ー
が
確
立
し
て
い
た
と
同
時
に
、
京
都
は
文
化
的
に
江
戸
を
は
る
か
に
超
え
て
、
「文化的に優れた都」として見られていた。江戸が政治的な中心地になっても、京都は、Ⅳ世紀中、学習と文化の中心地
で
あ
り
続
け
た
。
京
都
の
成
長
と
繁
栄
は
、
徳
川
の
下
で
衰
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
た
。
家
康
は
二
条
城
を
構
築
し
、
多
く
の
大
名
に
、
近
く
に
邸
宅
を
つ
く
る
よ
う
に
求
め
た
。
京
都
は
名
所
と
快
楽
に
富
ん
で
、
楽
し
く
時
間
を
過
ご
せ
る
場
所
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
京
都
の
快
楽
が
貴
族
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
社
会
階
級
の
住
民
や
観
光
客
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
特
に
魅
力
的
で
３
．
江
戸
初
期
の
名
所
地
誌
ｌ
江
戸
・
京
都
の
比
較
四
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京都の地誌パタ ンに準拠した江戸初期の地誌における名所空間
（
２
）
江
戸
初
期
の
地
誌
ｌ
京
都
の
地
誌
の
パ
タ
ー
ン
京都の地誌の出版は、早い時期から行われている。京都に関する詳細な情報、とくに地図やガイドブックが庶民や旅
人の便宜のために必要であり、出版された。江戸期のブームよりずっと以前から、旅路に関する文学（紀行文）と詩歌
がすでに存在していた。平安時代の「土佐日記罠９３６年）以降、旅行記（見聞録、日記など）が多く作られ、旅の世界
を描いていた。近世には、出版業の発展、旅ブームと読者諸階級の知的興味に答える文学が求められるようになった。
その結果、実用性の高い種類として、「名所記」というものが出現した。人々の紀行文学の系列に属するが、基本構造と
して活用するのは「名所」というものである。
以上の「都」の３番目の意味について、別の一一一一口葉で「巨己目Ｃ富国の（臼」すなわち「都会風」とも言える。江戸と京都の
文化的な競争もふまえ、江戸の名所空間の中で、江戸の「貝宮口Ｃ宮日日の爲」がどのように現れたのか以下に分析されて
いる。
「名所記」は、「平安時代の『能因歌枕」成立以降、「八雲御抄」（鎌倉時代）、『歌枕名寄」（室町時代）、「名所方角抄』
（１６６６）などに取り上げられた名所を活用して、京都・江戸や街道を対象とした「名所記」があらわれた。多く
は絵入りで、神社仏閣の縁起、口碑・伝説などを加え、和歌・狂歌・俳句などを入れているものもある（北川
２００２》皿）。
一
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といわれる。朝倉治彦は、江戸期の地誌の整理に関して、大別の方法を利用する。「内容によって類別し、系統づける
と、（中略）大別するならば、名所物語と町案内との二種と考えられる」（朝倉］９７９函５００）という分け方を提案し
そして、「名所」は、平安時代以降、「ナドコロ」から「メイショ」に意味を変化しつつあった。名所記の本は京都・大
坂
・
江
戸
の
も
の
が
一
番
多
く
、
あ
る
意
味
、
近
世
の
地
誌
の
主
要
課
題
か
注
目
点
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
Ⅳ
世
紀
前
半
の
地
誌
の
発
展
を
見
る
と
、
筋
の
中
心
に
名
所
め
ぐ
り
を
利
用
す
る
紀
行
類
、
小
説
類
な
ど
の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
名
所
を
扱
う
本
が
出
て
く
る
。
ている。 薮医者竹齋の仮名草子の『竹齋』（１６１５～皿ころ成立）や、文芸性に優れた林羅残山（１５８３～１６５７）の
『丙辰紀行』（１６１６）を先駆として、医師中川喜雲（１６３６～？）の京都名所案内書の噴矢「京童』（１６５８）・
儒者山本泰順の『洛陽名所集」（１６６２）・浅井了意（？～１６９１）『東海道名所記」・最初の本格的な江戸に関す
る『江戸名所記』（１６６２）などが刊行され、続いて町並みを中心とした案内書として「京雀』（１６６５）をはじ
め、浮世絵師菱川師宣（１６１８？～例）が絵を描いた『江戸雀』（１６７７）・大坂の実用的な案内書「難波雀」
（１６７９）のいわゆる「三雀」などが出た。内容的には、興味・趣味がかったものから、地誌的実用性にすぐれた
も
の
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
盛
行
し
た
。
し
か
し
、
Ⅳ
世
紀
後
半
以
降
、
娯
楽
文
学
と
し
て
の
役
割
を
浮
世
草
子
に
吸
収
さ
れ
、
次
第に衰退し、純粋地誌としての姿に戻った（北川２００２”田）。
一一ハ
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京都の地誌パターンに準拠した江戸初期の地誌における名所空間
『江戸名所記』は『京童』より４年後、１６６２年に作られ、著者は京都出身の浅井了意である。数年前に出版された
「竹斎罠１６２１１１６３６，２巻、磯田道冶著）、『東海道名所記』（１６５８－１６６１，６巻、浅井了意著）などの後
継
者
だ
が
、
そ
れ
ら
と
違
っ
て
、
江
戸
と
江
戸
郊
外
の
地
域
以
外
、
他
の
地
域
を
扱
わ
ず
、
小
説
よ
り
名
所
案
内
記
に
近
い
も
の
な
の
で
江
戸
に
関
す
る
本
格
的
な
地
誌
だ
と
言
え
る
。
江
戸
の
名
所
に
関
す
る
、
基
準
と
な
る
も
の
と
し
て
使
え
る
で
あ
ろ
う
。
構
成
は
、
７
巻
で
あ
り、名所数は沼ヶ所だ。『江戸名所記』の名所項目の表などのデータは付録に見られる。
一七
城国のⅣヶ所を見せて、
め
た
場
所
は
様
々
で
あ
る
。
（３）「名所物語」ｌ「京童」と『江戸名所記」
１
６
５
８
年
に
、
京
都
の
医
師
で
あ
る
中
川
喜
雲
は
、
「
京
童
』
と
い
う
地
誌
を
刊
行
し
た
。
朝
倉
治
彦
の
分
類
法
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「名所物語」であり、「京都名所案内書の噴矢」（北川２００２血田）という点も大きい。
構
成
的
に
見
る
と
、
６
巻
で
あ
り
、
形
式
と
し
て
は
、
賢
い
少
年
に
案
内
さ
せ
て
見
物
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
京
都
を
中
心
に
山
城
国
の
〃
ヶ
所
を
見
せ
て
、
１
カ
所
ず
つ
挿
画
を
付
し
，
古
歌
、
狂
歌
，
俳
譜
を
添
え
て
記
し
て
い
る
。
そ
の
形
式
の
結
果
、
各
巻
き
に
集
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
の
地
誌
を
構
造
的
に
分
析
し
て
み
よ
う
。
『江戸名所記』は前者、『江戸雀」は後者に該当する。しかし、これは先例が京都の地誌にあって、江戸に移植され
たものと判断して誤りはない。『江戸名所記』に対する地誌は『京童」であり、『江戸雀」に対して「京雀』がさきに刊
行されている」（朝倉１９７９》５００）
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（４）「町案内」ｌ『京雀』と「江戸雀』
「名所物語」という地誌の種類の直後に、町の由来と商売を記した「町案内」（「町鑑」という名前も使われる）という
町の案内記の種類も出版されるようになった。内容的に見ると、町の由来、現状、施設、店、商品などを記すのは主題
だが、町内にある寺社・名所・旧跡・名物も記すものである。しかし、このタイプの地誌には、「名所物語」の小説形式
を採用せず、趣味性・興味性も薄い。初めて都市を訪れる旅行者でも、町並みが理解できるように配慮がされ、現代の
『江戸名所記』は、京都の地誌を倣ったとしても、江戸に関する名所の地誌として、かなり古い作の一つだと考えら
れる。そして、ある意味、紹介のタスクを持っていた。Ⅳ世紀の後半には、参勤交代で江戸に来る人々がいたが、観光
客
（
江
戸
を
見
た
か
っ
た
の
で
江
戸
を
訪
れ
た
人
）
が
ま
だ
殆
ど
い
な
い
う
ち
に
、
江
戸
の
外
の
人
々
に
，
江
戸
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せるような地誌が必要であった。江戸の繁盛を見せるだけではなく、江戸の人々が実際に集まるような名所が多くあ
る
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
も
、
江
戸
の
国
内
の
位
置
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
浅
井
了
意
が
地
誌
の
序
文
に
書
い
た
「
名
所
多
き
江
戸」というのは、実際にそうではなくても、著者の個人的な意見か印象であっても、ある意味、江戸の知名度を上げる
努
力
と
し
て
大
切
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
う点も興味深い。
一八
『江戸名所記」の形式を見ると、２人の男性が「名所多き江戸」を巡るという趣向をもつ地誌であり、中川喜雲の地誌
と同じパターンが使われたことは明確である。各場所の説明、絵、狂歌や古歌など挿入されているので内容の組織も似
ていると言えよう。「江戸城を中心にして時計の針の方向に名所を次々と取り上げる」（佐々木ほか２００２函銘）とい
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京都の地誌パタ ンに準拠した江戸初期の地誌における名所空間
意味の「観光案内書」に近い地誌であった。
「町鑑」のパターンも京都で形成された。最古のものは７巻の『京雀』で、１６６５年に浅井了意によって書かれた案
内記である。その分類の地誌が、都市の「自冨ごｎ百日ロ①Ｒ」を見せると一一一一口えるだろう。商業と生産の分野を見ると、京
都の美術工芸に巧みな人、優雅に作り上げた商品などが有名であり、多様性に富んで、買い物のガイドが必要になった
ほど多かった。さらに、寺社は中世から非常に多数であり、巡礼・年中行事・参詣などの信仰に関する観光行動もよく
なされた。巡礼活動には、もともと宗教的な要素と共に娯楽的な要素もあった。案内記に関する寺社の活動を検討して
みると、巡礼の旅のルートに関するガイドブックは寺社の直接のサポート（と指示）により作られたようだ。巡礼用の
案内書は寺社に経済利益をもたらすだけでなく、寺社の付近にある店と巡礼ルートに沿って位置する店の主人にも大
いに歓迎された（の亘ぐ①匂１９９１血７３９１７４０）。そして、Ⅳ世紀の終わり頃に出て、地誌の種類として人気を集
めた「町案内」は、上述の巡礼のルートの案内記を基盤として利用し、巡礼に関する情報以外に、人々に求められた
様々なデータも掲載した。町を紹介することを目的とし、町の施設、買い物、寺社、遊覧、そして名所・旧跡などを案
内
す
る
た
め
の
実
用
書
と
し
て
京
都
で
使
い
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
江戸の人々も京都に追い付くために、早くから江戸の「町案内」を作り始めた。数冊に一日一って様々な情報が網羅され
て
い
る
京
都
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
パ
タ
ー
ン
は
、
江
戸
の
「
町
案
内
」
に
も
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
の
最
古
の
一
つ
で
あ
る
町
案
内は「江戸雀』（１６６７、ｕ巻、菱川師宣画）である。さらに古いのは『色音論二名・吾妻めぐり』（１６４３、徳永種
久著）という地誌であったが、『江戸雀」は、「江戸で開板された最古の地誌」（「国史大辞典」１９７９－１９９７）で
あ
っ
た
。
内
容
は
町
案
内
だ
が
、
そ
の
ほ
か
に
名
所
・
旧
跡
・
寺
社
の
説
明
も
別
項
目
で
記
し
て
い
る
。
『
江
戸
雀
」
の
名
所
項
目
の
表
等
一
九
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以上の分析の結果としては、江戸初期の名所のリーダーが寺社である。１６５７年の明暦大火後、以前は都市の中心
にあった寺社が幕府の命令で下町の郊外に移された。郊外はちょうど水と緑に恵まれた美しい自然のある地域であり、
富士山と筑波山の背景にある眺望を持つ「水の辺」と「山の辺」の場所も多かった。
２
つ
の
史
料
の
デ
ー
タ
の
対
比
３
．
江
戸
初
期
の
名
所
空
間
（１）江戸初期の史料の統計的なデータの比較と分析
のデータは付録に見られる。「名所」の項目を分析すると「江戸名所記」の「名所」と殆ど一致する。
￣
一
○
本
研
究
の
分
類
の
結
果
｜
番
数
多
い
項
目
地
誌
神
社
仏
閣
Ｉ
別
％
自然物ｌ肌％
設備Ｉ“％
寺
－
弱
％
神
社
Ｉ
別
％
娯
楽
の
施
設
１
３
％
『江戸名所記』（１６６２）
全
部
門
項
目
神
社
仏
閣
自
然
物
‐
伽％
皿％
寺
‐
神
社
Ⅳ％路％
山
・
坂
・
丘
ｌ
旧
％
『江戸雀』（１６６７）
全
部
認
項
目
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ンに準拠した江戸初期の地誌における名所空間京都の地誌パタ
行
わ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
（２）『江戸名所記』の江戸名所
名所は、知識として、楽しむ歌枕としての存在から、実際に旅をして楽しむ存在へと変化した。その変化がⅣ世紀初
頭に記された名所案内記で初めて見られる。そして、江戸初期に成立した江戸の名所の主な特徴を考えてみると、それ
は
見
る
こ
と
を
楽
し
む
よ
う
な
名
所
で
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
。
岨
世
紀
以
降
、
名
所
づ
く
り
の
過
程
が
、
こ
の
最
初
の
名
所
を
基
盤
と
し
て
都市生活は祈願と一体だったのであると言える。ざらに、京都の行楽行動パターンの展開と寺社の活動の商業化の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
江
戸
に
も
早
く
か
ら
同
じ
現
象
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
江
戸
の
場
合
、
京
都
の
寺
社
と
同
じ
、
寺
社
の
宣
伝
、
縁
起
の作成、縁日と開帳などの住民の参詣を確保する活動は、寺社側が「経済的基盤を安定させるため」（加藤２００２卵
４２５）に行われた活動であり、「町案内」である「江戸雀』にも寺社が帥％を占めることから、寺社の商業化過程の中
で、江戸以前から名所と思われた寺社も、新しく作られていた寺社も「町案内」を通じて宣伝したと想定出来るだろう。
著
者
の
浅
井
了
意
は
京
都
の
出
身
だ
っ
た
た
め
、
江
戸
に
つ
い
て
の
地
誌
を
作
る
た
め
に
江
戸
ま
で
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
「
江
寺社の多くが山の手では台地の縁辺部、下町では川の縁辺部に立地しており、広大な境内には鯵蒼とした樹林
による緑地が確保きれていて、江戸市民に開放された。（中略）消費生活のなかで醸成される社会不安の解消は、
個人の恐意にもとづく祈願行為によると理解された。（加藤２００２函４２５）
一一一
Hosei University Repository
国際日本学論叢
「寺」（閻魔堂を含む）ｌ処棟と「神社」’四棟の項目は一番数多い名所項目であり、過半数を占めている。江戸初期
には、まだ名所の多くない江戸では、名所にされたものが特定の地域に集中している傾向が見られる。名所が一番集中
している地域は、浅草（里、上野・谷中（Ⅲ）、隅田川（Ｅ）である。項目的に、浅草地域函浅草観音、明王院、東本願寺、
浅草町西福寺、金龍山と真土山（寺院の意味も含まれる）、三十三間堂、報恩寺、日輪寺、薬師、清水寺、誓願寺、閻魔
堂、駒形堂であり、殆ど信仰に関する場所のみである。凹翻Ⅱ割引刺珊劇亜清水稲荷、善光寺、感応寺、東叡山（寺院の意
味も含まれる）、不忍池、忍岡稲荷であり、寺社が圧倒的に多い。隅田川地域にも同じ傾向が見られる。
傾城町の吉原と芝居（浄瑠璃、歌舞伎）は名所として定義される。傾城町は地域の名前ではなく、「遊郭」の別名であ
る。明暦大火後、吉原は日本橋葺屋町から、浅草地域に移動され、正式には新吉原と呼ばれた。
「丘・山」として分類されたのは、東叡山と愛宕山である。この二つは、実際には丘であるが、寛永寺と愛宕神社とい
う寺社があるため、両方に山号がついている。両方とも、京都になぞらえたものである。寛永寺は、京の都の鬼門（北
東）を守る比叡山に対して、「東の比叡山」という意味で山号を「東叡山」とした。愛宕神社も本社が京都にあり、火伏
せ・防火に霊験のある神社として知られていたので江戸初期には江戸の防火の神様として祀られた。
「川」には隅田川と三俣が入っているが、一一一俣も隅田川の分割点であり、そして同じ川の項目でも考えていいだろう。
だろう。
戸の生まれでもなく、住人でもない了意が、江戸の地誌を執筆したのは、あるいは執筆できたのは、江戸下りがあった
からに違いない」（朝倉１９７９》５００）。そして、名所として取り上げた場所を実際に訪れ、歌枕の形であった名所
に「実際に訪れるべきもの」という新しい概念を作った。そこにも『江戸名所記』の果たした役割が大きかったと言える
一
一
一
一
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京都の地誌パタ ンに準拠した江戸初期の地誌における名所空間
「桜」は２ヶ所であり、両方とも一本の木の桜を指定する。
「
橋
」
は
日
本
橋
で
あ
る
。
江
戸
後
期
の
地
誌
で
は
非
常
に
多
く
登
場
す
る
橋
だ
が
、
江
戸
初
期
の
地
誌
に
は
、
ま
だ
１
ヶ
所
の
み
で
あ
る。隅田川の辺りの橋は、明暦大火がきっかけで現れた。明暦の大火で、犠牲者が多かった原因は、江戸中心から隅田
川にかけられた橋が殆どなかったことにあった。そして、幕府の命で、１６６１年に両国橋が架けられ，江戸の市街
も、隅田川を越えて，発展していくことになった。
しかし、日本橋のみ『江戸名所記」に入っていることから、この橋の意義を理解できる。１６０３年に架けられた後、
全
国
里
程
の
原
点
と
定
め
ら
れ
，
五
街
道
の
起
点
と
も
な
っ
た
。
日
本
橋
の
辺
り
に
、
大
き
な
魚
市
場
が
あ
り
、
向
側
に
は
幕
府
か
ら
の
命
令などの掲示を掲げる高札場もあった。また、日本橋の上から、富士山と江戸城が望めるため、橋は江戸が日本の中心
で
あ
る
の
を
実
感
で
き
る
場
所
に
な
っ
た
。
江
戸
初
期
の
江
戸
は
特
に
、
政
治
的
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
確
信
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
江戸には「日本の中心」のイメージを持つ橋があったということは象徴的である。
「城」は江戸城のことであり、「名所記」に入っているというのは、江戸初期の江戸の首都性に関する役割が大きかっ
た。この時期の市内の中心的な場所が、江戸城であったと言えよう。江戸城と周辺の大名屋敷が、都市の２重構造（山
の手ｌ下町）を明確にし、都市の空間構造の主要部を形成した。江戸城の重要さの視覚的な証拠として、明暦大火後の
江
戸
城
の
天
守
閣
の
描
写
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
『
江
戸
名
所
記
」
が
出
版
さ
れ
た
１
６
６
２
年
は
、
江
戸
城
の
天
守
閣
が
明
暦
大
火
（１６５７）で焼失し、幕府はそれを再建する予定もなかった。しかし、上方の者である浅井了意にとって、天守閣は将
軍の権威を示すシンボルであったため、彼は地誌の江戸城の絵で天守閣を想像して描いた。「上方の住人の心に、かつ
て存在していた江戸の天守像がいまだに生きていたゆえだったのだろう」（千葉２００７》脇－侭）ということだ。し
￣
＝
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かし、上述の近世の名所の概念を考えてみると、江戸城は「ナドコロ」ではなく、「見て、楽しむ名所」とも言い難い。そ
して、江戸城はある意味、徳川政権のシンボルであり、もっと深い意味で、「天下泰平」のシンボルでもあっただろう。
徳川政権は、様々な分野で、国民の行動を制約したにもかかわらず、国家の平和を保証する政権であったことは間違い
ない。旅ブーム、名所を歩き回る文化などの江戸時代の特徴は、江戸期が戦争のない時代であったから可能になった。
おそらく、その理由も考慮した上で、江戸城が「江戸名所記」の最初の記事として載せられたのだろう。
そもそも江戸の住民にとって精神的に、方角的に重要な場所であった詞割川、補田呵楜、墹且割がもう既に『江戸名
所
記
』
の
リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
。
東
叡
山
は
、
江
戸
城
鬼
門
に
当
た
り
，
幕
府
の
鎮
護
の
地
と
し
て
京
都
の
比
叡
山
に
準
え
，
そ
の
ふ
も
と
に
あ
る
琵
琶
湖
に
不
忍
池
を
見
立
て
た
所
で
あ
り
、
東
叡
山
に
寛
永
元
年
（
１
６
２
４
）
に
寛
永
寺
が
創
建
さ
れ
、
幕
府
祈
祷
寺
と
し
て
天
台
宗
総
支
配
の
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。
神
田
明
神
は
、
江
戸
に
お
け
る
最
も
古
い
重
要
な
聖
地
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ｎ
世
紀
頃
か
ら
知
ら
れ
た
が
、
ｕ
世
紀
の
中
頃
明
神
社
に
合
祀
し
た
。
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
駿
河
台
に
移
さ
れ
、
江
戸
城
の
東
北
の
鬼
門
と
し
て
江
戸
総
鎮
守
に
し
た
（
日
枝
神
社
と
共
に
）
。
増
上
寺
は
、
室
町
時
代
か
ら
有
名
で
、
Ⅲ
世
紀
ご
ろ
真
言
宗
か
ら
浄
土
宗
に
改
め
、
「増上寺」の名前となった。さらに、１５９８年から徳川家康によって徳川家の菩提所と定められ、現在地に移された。
なお、『江戸雀』に入っている「名所」は、「江戸名所記』の「名所」と殆ど一致する。その理由は、『江戸名所記』の５年
後
に
刊
行
し
た
こ
と
で
あ
り
、
著
者
が
町
案
内
を
作
っ
た
経
験
も
な
く
、
す
で
に
「
信
頼
の
あ
る
」
場
所
を
使
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て、その二つの地誌に出る名所は、江戸初期の基本の名所であったと一一一一口えるだろう。
一
一
四
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京都の地誌パタ ンに準拠した江戸初期の地誌における名所空間
江戸初期の地誌を総括して一一一一口えば、「名所物語」と「町案内」であり、後者は、江戸に都市の「貝宮口の富国日の円」を見せ
るために使われ、町の紹介の情報源として影響力が大きかっただろう。町案内という地誌は、全体的に見ると、住民た
ちが都市開発と町づくりを推進している江戸・京都・大坂という３つの都市に関する案内記である。
江
戸
は
、
Ⅳ
世
紀
以
降
、
日
本
の
政
治
的
な
中
心
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
千
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
京
都
に
比
べ、豊かな文化の都市として知名度が低かったと言えるだろう。そのために、江戸の人々は名所の地誌を使ったが、都
市化するにつれて、名所のところだけではなく、その他の多くの町・通りなども紹介しようとした。「江戸雀』をはじ
め、江戸の通常の案内記の作者や版一兀は、京都の案内記で定めた「貝宮口の富国Ｒの【」の基準に満たすように努力してい
た
。
名
所
、
神
社
仏
閣
、
年
中
行
事
だ
け
で
は
な
く
、
町
の
施
設
、
諸
職
、
諸
商
売
な
ど
の
デ
ー
タ
も
入
れ
、
江
戸
の
繁
栄
と
「
貝
冨
ご
ｏ富国の（臼」の基準を披露していたと一一一一口えよう。
北
川
宗
忠
に
よ
る
と
、
「
巡
礼
の
旅
の
本
来
の
目
的
は
信
仰
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
庶
民
の
非
日
常
的
な
社
会
空
間
への憧れの本質は、信仰に名を借りた巡礼、名所遊覧、観光旅行の要素が強かったからこそ、大いに流行したのであ
る」（北川２００２卵１２２）ということである。そして、「江戸雀』以降の案内記の目次を見ると、以上の全ての要素を
含
む
よ
う
に
作
成
さ
れ
、
そ
の
地
誌
が
巡
礼
の
た
め
の
寺
社
の
リ
ス
ト
、
名
所
旧
跡
・
通
り
・
屋
敷
・
店
な
ど
の
リ
ス
ト
も
掲
載
し
た
わ
けである。京都との文化的な競争で、江戸も「巨富二つ富国日日」のある大都会だと、江戸の人々は、強調しようとして
い
た
こ
と
が
江
戸
初
期
の
地
誌
で
わ
か
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
江
戸
中
期
・
後
期
の
江
戸
が
、
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
た
の
か
、
あ
終
わ
り
に
一
一
五
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の時期の名所がどう変化したのかなどを分析する必要もあり、そのために今後の課題として、江戸中期と江戸後期の
地
誌
を
考
察
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
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０１ 「江戸雀」（１６６７）に出る江戸名所全部で銘項目
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Early Edo-period guidebooks to Edo
patterned after Kyoto guidebooks, and famous sites mentioned in them.
DESEATNICOVA Ksenia
Abstract
In the article we analyzed the formation of the Edo period guidebooks,
travel culture and the space of places of attraction in Edo during the
Early Edo period (1603-1867) as seen in several well-known guidebooks
(itiitS) of this period made in accordance with the Kyoto guidebooks
pattern.
The general term for the places of attraction is meisho (£i0f), but in
the Edo period this word had more than one meaning, and its
interpretation changed together with the development of travel and
sightseeing culture.
At this time the political center of Edo could not yet compete with
Kyoto. Kyoto was the miyako (?|$), the seat of the emperor, and the
cultural center with a developed urban character. But Edo successfully
used the patterns of Kyoto's guidebooks and the features of sightseeing
culture, gradually gaining a reputation as the country's main city ("iff1$).
By studying and comparing the types of meisho objects shown in the
Kyoto and Edo guidebooks of the Early Edo period, we tried to see the
main trends of the Edo's meisho space.
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